Professional Identity Acquisition Process Model in Interprofessional Education Using Structural Equation Modelling: 10-Year Initiative Survey by 久留利, 菜菜 et al.
博士課程用（乙） 
 - 1 - 
（論文博士）（様式 4） 
学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
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主 論 文 
Professional Identity Acquisition Process Model in Interprofessional Education Using Struct




副 論 文 
 Repeated cross-sectional study of the longitudinal changes in attitude toward interprofes
sional health care teams amongst undergraduate students 
（学部学生の多職種医療チームに対する態度の変化についての縦断的反復横断調査） 
 












因子、即ち、第I因子「Role and Responsibility（役割と責任）」、第II因子「Teamwork a





al Equation Modeling; SEM）を用いて、本学のIPEを通したプロフェッショナル・アイデ
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果、全体としてのPIAPモデルは、「Professional identity（プロフェッショナル・アイデン
ティティ）」は、「Role and Responsibility（役割と責任）」及び「Teamwork and collab
oration（チームワークと協働）」から予測され、これら2つの因子は、「Structure and fu










amwork and collaboration（チームワークと協働）」から予測され、この因子は、「Role a
nd Responsibility（役割と責任）」から予測され、「Role and Responsibility（役割と責










ついて検討することである。                                 
 対象は、本学保健学科の 4 専攻（看護学専攻、検査技術科学専攻、理学療法学専攻、作
業療法学専攻）に在籍する 12期生（2008 年度の 1 年生 193 名、2010 年度の 3 年生 185
名）であり、アンケートは the modified Attitudes Toward Health Care Team Scale 
（mATHCTS）を用いて、2008 年度の講義形式の IPE と 2010 年度の実習形式の IPE の
各々初回と最終回の計 4 回実施した。統計学的解析には、SPSS ver.19.0J を用い、まず
mATHCTS の 14 項目について探索的因子分析（promax）にて因子を抽出した後、各々
の因子について、Bonferroni/Dunn’s の one-way analysis of variance（ANOVA）及び
pot-hoc test を用い、各々縦断的変化について分析した。                             
 有効回答率は、2008 年度は 61.1%、2010 年度は 44.9%であった。探索的因子分析によ
り、3 因子が抽出され、その中の「quality of care delivery」と「patient centered 
care」において有意な変化が認められ、1 年次の IPE後には「quality of care delivery」
が低下、3 年次の IPE後には「patient centered care」が向上することが確認された。                                
 1 年次の講義形式の IPE の後に実習形式の IPE を 3 年次に行うという継続的な本学の
IPE は、最終的には学部学生の多職種チームに対する態度の変化に肯定的に作用すること
が確認され、卒後、多職種で連携した医療チームの一員となる可能性が示唆された。 
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